                       高知県社会福祉審議会
                      身体障害者福祉専門分科会内規
１　身体障害者福祉法第15条第１項に規定する医師の指定に関する基準は、概ね次のとおりとする。
　（指定医師）
　現在、県内の病院又は診療所において、指定を受けようとする診療科の診療に従事し、医師免許取得後、病院又は診療所において５年以上の臨床経験を有し、かつ診断に関する相当の学識経験を有する常勤の医師とする。
  なお、「ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害」に係る医師の指定については、エイズ拠点病院等の内科及び小児科等でＨＩＶ診療に従事し、かつ、その診断に関する相当の学識経験を有する医師とする。
　（中核市）
　高知市長の指定を受けた医師が、高知市以外の市町村に所在する医療機関に異動し、引き続き高知県知事の指定を受けようとする場合には、専門分科会は、県に対して、その医師を指定することが適当である旨の意見をしたものとする。
　
　（指定科目及び診断書記載区分）
　指定科目及び診断書記載区分については別紙のとおりとし、新たな診断書記載区分の設定が必要なときは専門分科会において関係機関と協議のうえ決定する。
２　心臓機能障害認定基準

身体障害の障害認定については、「身体障害者障害程度等級表の解説（身体障害認定基準）について（平成15年１月10日障発第0110001号）」「身体障害認定基準の取扱い（身体障害認定要領）について（平成15年１月10日障企発第0110001号）」及び「障害認定基準の運用について（平成14年12月20日審査部会認定）」に基づき行うこととする。

このうち、18歳以上の者の心臓機能障害については、障害程度等級を別表のとおり認定する。　

ただし、活動能力が別表の（オ）に該当する病的洞結節症候群及び完全房室ブロックの患者で、かつ、心電図で心停止が認められる場合、またはアダムスストークス発作がある場合は１級とする。

また、その他の心疾患の患者について、別表により認定等級が非該当となる者については、審査部会委員に諮問する等慎重に取り扱うものとする。

３　薬局の指定（変更）要件
　指定自立支援医療機関（育成医療・更生医療）指定要領の第２の２（７）に規定する身体障害に配慮した設備構造等については、道路から薬局の出入口に至る通路は、身体障害者が単独で移動可能な構造であることを要件とする。

ただし、単独での移動が困難な構造であっても、薬局内から利用しようとする身体障害者を容易に確認することができ、かつ、当該薬局の職員が介助等を行うことにより利用者の移動が可能である場合には、要件を満たすものとして取り扱う。

また、同指定要領第２の２（７）に規定する新規開局する保険薬局とは、開局して１ヶ月の期間を経過しない場合とする。

４ その他
　この内規は、昭和60年12月12日から適用し、内規の改廃は専門分科会の審議を経て行うものとする。
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